モデル地域の概要（千葉県富津市）
	地域の概要
	富津市は、房総半島の中西部東京湾側に位置し、南北40キロメートルに及ぶ海岸線と、マザー牧場がある鹿野山や、切り立った崖の鋸山など、海や山に囲まれた自然豊かなところで、特に東京湾に突出した富津岬から市南部の金谷までは美しい海岸線が南房総国定公園にもなっている。　東京湾アクアラインや館山自動車道の全面開通により、単なる通過点化する危惧があるものの一方では首都圏から更に近くなり、手軽に潮干狩りや海水浴、ハイキングなどが楽しめる地域である。南房総には年間1000万人を超える入込客が訪れているが、その内　約20％は金谷地域に立ち寄っている。（東京湾フェリー130万人、鋸山ロープウェイ35万人、ザ・フィッシュ60万人など、平成18年度実績）ところが近年その数字は暫時減少傾向にあり、これを打開するべく金谷地域では過去いくつかのイベントやまちおこしの商品開発を行ってきたが、地域資源を捉えておらず、ビジネスに通じるまちおこしにつながらなく継続ができなかった。
この金谷には三浦半島からの海の道である東京湾フェリーの港があり、東京からのちょうど良い日帰りの観光地として位置づけられメディアも、房総の番組がある中で取り上げられる確率は高く、テレビ中継や旅番組などで放送されているが、その反面観光客の集客にはさほど力を入れていなかったことから、地域の特色が出せないでいる。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
このような中で、現状を打開しようと地元でも新たな取り組みを始め、鋸山の登山道の整備を足掛りに登山客の誘客（ＪＲとも組んでいる）や、石切り場の跡地でのコンサートの開催などを実施している。今年の2月～4月まで行なわれた千葉県を挙げてのディスティネーションキャン
ペーンで房総の認知度は上がっており、これをきっかけに今回さらに地域資源を今一度見つめなおし、地域一体とした観光客の集客と地域活性化を図りたい。

	「観光地域プロデューサー」を必要とする理由
	観光プロデューサーが必要な明確な理由は、現在地域には地域をまとめるハブ的な要素や円滑に事業を遂行する役目の索引者がいないということ。
現在までのまちおこしの課題として以下のことが挙げられる。
①その場しのぎで継続性がなかったこと
②地域資源を的確にとらえることができなかったこと
③個々の事業主が自らの事業との接点がなく商売に繋げれなかったこと
（ボランティアの領域を脱却することができなかった。）
④計画的な戦略を立てることができなかった。
⑤まとめ役が地元の人だと利害関係が生じることから連携を図れない。
（意見をまとめきれない）
⑥消費者のニーズを的確に捉える事ができなかった。
⑦地元事業者も高齢化が進み実際に行動できる人物がいなかった。
⑧専門的な知識を持った人材がいなかった。
⑨多くの事業者が観光客を相手に事業を行っているが、統一感のないサービスを提供していた。
以上が金谷地域の課題であり、観光プロデューサーには客観的な意見や共に観光プロジェクトを遂行することが重要と考え、今まで内部（地元企業・住民）でまちおこしをしてきたためアイディアの枯渇や、将来に対しての透明感がなくひとつの道しるべを示すことが必要であり、地域を牽引していくプロデューサー的な存在が求められている。


	「観光地域プロデューサー」が行う業務
	※下記事業等の円滑な推進のため、必要なアドバイスやコーディネイトを中心とする。

○各プロジェクトのアドバイスとスタート段階のコンソーシアムの組織化。
○地域資源の見直しと、商品開発のアドバイス。
○販路開拓の戦略アドバイス。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○地元住民をより、コミットさせるための戦略。
○芸術家と地域を結ぶ仕組み作り、プロモーション。
○地元、観光ボランティアの形成のアドバイス。
○広報誌「石恋ISHIKOI」創刊の企画プロモーションアドバイス。
○モチベーションの維持を図る（コミュニケーションを図る、調整。）
○観光特区を目指すための官公庁との調整。


	「観光地域プロデューサー」の配属先
	金谷活性化委員会
〒２９９－１８６１　　千葉県富津市金谷２２８８

	給与の支払者
	金谷活性化委員会

	給与等の額
	給与　　 月額４００，０００円
一時金    無し

	勤務形態、就業時間等
	就業時間　　９時～１８時（実働８時間勤務　）
就業日数　　月　２０日間
休日　　不定期

	雇用期間
	原則として、平成１９年度末までの契約だが、平成２０年度末までの契約更新可能　

	その他
	○金谷活性化委員会

金谷地域における観光に関する計画を推進し、観光資源の開発、観光施設の整備を図り活力ある観光地づくりを推進とすると共に地域経済及び文化の発展に寄与することを目的として平成19年4月に発足。富津市観光協会の地区役員を会長とし地域の観光関連及び商店事業者の若手で構成。
○指揮命令系統

活性化委員会委員長－「観光地域プロデューサー」～委員

○期待する人物像

若い想像力と共に行動できる実行力があり、まちおこしイベントの企画から実行まで手掛けた経験や、プレイングマネージャーの要素をもつプロデューサーが必要。

観光の目玉として芸術家の育成も考えていることから、一般的な観光業界の経験だけでなく、若手芸術家とまちおこし関連プロジェクトを行ってきた人材を求める。

また、次年度以降も観光プロデューサーとして、この地域に携わることも重要な要素である。


